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　本年は、富士重工業の東京事業所での開発関係の取り組みと
（販売）特約店での環境と顧客対応について伺いました。今後と
も海外を含めた富士重工業の社員全員がCSRの意識を持ち続
けていくよう、継続して取り組んでください。

株式会社創コンサルティング
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CSR活動の全体
　2009年にCSR方針を改定しましたので、今後のCSR活動
はこれに基づき具体的なCSRボランタリープランを策定し実
施の方向を明確化していくことにあります。現在CSR活動全体
について、レビューを行っているところと伺っていますので、こ
れを着実に行い全社でCSRの重点課題を共有していくように
してください。
　また体制について、これまでのCSR・環境委員会の見直しを
行うということです。CSRは環境課題を含み事業活動全体に広
範にかかわるテーマですので、CSRを上位概念として主要な活
動がここに組み入れられる体制が必要です。
　重点課題を検討する際には、CSRの基本項目だけでなく戦
略部分（攻め）についても考慮にいれ事業計画とリンクしたプラ
ンにすることで、社員の意識向上にもなります。例えば環境や
安全性能はすでに自動車開発や設計の段階から組み込まれて
います。ボランタリープランには既に行っているこうした点も含
んでいかれるといいでしょう。

トピック別の活動
■CSR調達
　自動車業界としての共同のガイドラインの状況を踏まえ、グ
リーン調達からCSR調達への展開の準備段階にあります。サ
プライヤーへのガイドラインを提示する以上はまずは自社から
ということで、CSRボランタリープランの策定とその実施が急
がれます。そのうえで、業界他社との協力や進捗をわきまえな
がら対応を進めてください。
　昨今中国の工場での労使問題がクローズアップされていま
す。富士重工業では自動車部門では対象にならないものの、
産業機器部門の中国工場やそのサプライヤーがこの課題に
直面しています。海外工場での課題は現地社員とのコミュニ
ケーションにありますので、こうした状況まで踏まえたCSRに
留意してください。

■特約店のCSR活動
　顧客ともっとも強い接点をもつ特約店において、環境の意識
と顧客対応活動に力を入れており、その成果が見えてきまし
た。環境活動については、エコアクション２１の取得をマイルス
トーンとして事業所内の環境推進をはかるだけでなく、PDCA
サイクルを回すマネジメントの定着にもなっています。この意

識が販売員や整備員に根付けば、環境活動だけでなくコンプラ
イアンスや顧客・地域への配慮といったCSR全般の意識を特約
店の隅々まで広げるベースになるでしょう。まずは先進的な特
約店からはじめ、今後は全国各地の販売会社さらには各店舗に
まで展開してください。
　また今年は市場が拡大している中国でのCS向上について取
り上げており、意識の拡大がみられます。こうした海外の活動も
CSRボランタリープランの対象に加え、今後は計画と進捗を全
社のマネジメントのなかに組み込んでください。

■CSR活動の3つの柱
　共通項目である「環境、交通安全、地域貢献」の3分野のうち
交通安全については、具体的な展開の必要性を昨年指摘した
ところです。その後も対策が十分にとられていないので、この
先の課題として展開していくよう意識してください。

報告の媒体と内容
　毎年記載内容だけでなく、報告の媒体と様式に工夫がされて
おり、課題を整理するとともに読者にわかりやすく伝える考慮が
あります。冊子のダイジェスト版については、主要な項目をどう
絞るかがポイントですが、まだその方針がはっきりはしていない
ようです。これもボランタリープランの策定による部分が多い
ので、次年度ではこれも踏まえて報告作成に努めてください。
またwebでの情報開示については、報告書形式でなくHTML
でアクセスがしやすいスタイルとすることも必要でしょう。これ
はweb上の企業情報全体のなかで位置づけることになります
ので、トップページからのアクセスなど広報と連携したCSR情
報開示についても検討してください。
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　昨年に引き続き、株式会社創コンサルティングの海野みづ
えさまに、当社ＣＳＲ・環境委員会委員長の奥原代表取締役副
社長、同副委員長の高橋専務執行役員に対するトップ・インタ
ビューや東京事業所・スバル販売特約店でのヒアリングを通
じ、スバルの社会性および環境活動を客観的に評価していた
だきました。
　いただいたご意見は真摯に受け止めて、CSR活動のレベル
アップを図っていきます。

（１）CSR活動全般
　CSRの重点課題を明確にし、CSRボランタリープランを検
討・策定します。また、その重点課題を確実にマネジメントでき
る体制を検討し、CSR・環境委員会の見直しを行います。

（２）ＣＳＲ個別テーマ
①ＣＳＲ調達
　産業界およびISO26000／SR（組織の社会的責任ガイ
ダンス規格）などの状況を踏まえ、2011年度CSR調達ガイ
ドライン策定に向け準備を進めます。
②特約店のCSR活動
　スバル販売特約店のエコアクション21は2009年度末、全

45社中20社が認証取得しました。引き続きスバル販売特約
店のエコアクション21認証取得を支援します。
③ＣＳＲ活動の３つの柱
　CSR活動の3つの柱「環境、交通安全、地域貢献」の3分野
のうち交通安全は、「輸送機器メーカーとしての責任を強く認
識して世の中の交通事故削減のために努力し、交通違反と交
通事故（加害）のゼロ化に努める」という考え方のもと、安全運
転教室などさまざまな活動を進めています。今後は、富士重
工業として交通安全活動の報告のあり方を検討し、活動効果
の拡大を図ります。

（３）ＣＳＲレポートの媒体と内容
　CSRレポートはwebと冊子があります。webはフルレポー
トとして各事業所・製作所の取り組みも含め、当社グループの
CSR活動を網羅的に掲載し、冊子はダイジェストとして当社
グループのCSR活動をポイントを絞って掲載しています。冊
子における掲載項目の絞り込みについてより明確化します。
　webでの掲載については、アクセスしやすい方式を検討し
ます。

2005年6月に、当社はスバルグループの環境シ
ンボルマークを設定しました。マークの中心に
「葉」をデザインし、「緑の大地」と「青い空」の地
球をコンセプトとし、積極的に環境保全に取り組
む想いをこのマークに込めています。

環境シンボルマークについて 表紙のデザインについて
環境にやさしいクルマづくり、クリーンエネル
ギーの創出など、スバルが事業活動を通じて地球
環境保全に貢献していこうとする姿を、クルマ・風
車・自然の写真の融合で表現しています。
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